












 

 
 

 
 

【社員共育委員会】 
外国人労働力について 

社員共育委員会は毎月第 3 水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月はＨ社長から、「外国人労働力」について現状をお話して頂きました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

畜産は農業の中でも法人化の動きが早かった方だが、それでも 3K の印象はぬぐえず、以前から人手不足に悩

まされている業界。自社では 2007 年から外国人技能実習制度を利用し、JITCO という機関を通じて実習生を

受け入れている。 

以前は社会的に実習生の権利が不十分なことが問題となっていたが、自社でも以前に改善し今は労働法に則っ

た待遇を続けている。今回 6 名を受け入れており、この秋には更に 3 名を受け入れる予定。 

また、3 年という期間が制限される出稼ぎという性質上、働く目的、覚悟が「お金を貯める」事とはっきりし

ておりしっかりと働いてくれる。  

課題として、文化・国民性・言語の違い、交通手段(彼らは自転車がメイン)、滞在期間制限で育成が難しいな

どがある。外国人にとっては日本国内の地域はどこも一緒の感覚があり、東京の賃金の高さを理由に離れられて

しまうという話も聞く。また、長時間残業してでも稼ぎたいという意識と、現状の労働環境改善取り組みとのギ

ャップが生じており、対策としては定量化できる仕事を担当してもらい、その日の数値目標を達成しないと残業

を許可しないこととしている。言語の壁は業務指示についてだけでなく、経営理念の浸透という面でも課題。  

 

と自社の現状を赤裸々にお話して頂きました。 

 

参加者からは、 

・自社で外国人労働者の「とにかく稼いで国へ帰りたい」という意図をくみ取れず大阪へ転職されてしまったこ

とがあった。今では制度を是正し、日本人と同じ水準で稼げるようにしている。  

・印刷業界でもそういった声を聞く。大学の留学生のアルバイト、インターンのような、実習制度以外の働き方

の例もある。  

・日本語が通じない社員については、自社では教育担当があらゆるものを撮影、写真に名称を記入するという改

善策を講じてくれたことがあった。会社側、現場側での工夫が外国人受け入れには必須。そういった意味では高

卒受け入れと同じ。  

・社員に工夫してもらう仕組みづくりとしてはマンツーマンの教育担当をしっかりつけ、責任や目標を設定して

もらう。 

・●●君の教育担当は○○さん、ということをこの二人だけでなくほかの社員にも徹底して、指示命令系統を重

視してもらっている。  

・採用の面では現地採用が信頼を得る、知人を紹介してもらえるなどのメリットがある。諸外国の気迫から、自

身もパワーをもらえる。  

・受け入れ前に国民性などについての学習会を行ったことがあるが、先入観をへたに植え付けてしまったという

反省がある。  

・自社もいわゆる 3K ともいわれる業種で採用も厳しく、今回の話を聞き自社でも真剣に考えるべきではないか

と感じた。 

等がありました。 

少子高齢化が社会に及ぼす影響は計り知れないものがあります。 
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問題の一つとして「労働人口の高年齢化と減少」が挙げられ地方の中小企業では労働力不足に陥る可能性があり

ます。 

その対応策としては新しい労働力として「高年齢者」「女性」「障害者」「外国人」が挙げられています。 

しかし、場当たり的な労働力の補充ではなく、「どんな人でもいきいきと働ける企業づくり」を目的とした採用

を考えなければならないのではないでしょうか。 

難しい時代に入ってきたと感じます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こんな学習会をしています。 

自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 

【次回社員共育委員会】 

■日 時：7 月 18 日（水）17:30～20:00（基本的に毎月第３水曜日に開催しています） 

■会 場：山形同友会事務局（山形市南館 3-26-26 スタジオ・アヴァン 102 電話 023-645-5500） 

※同友会事務局に電話１本でＯＫ！ゲスト参加お待ちしております。 

 

【女性部会】 

女性部主催の全国行事の一つに、毎年開催される「女性経営者全国交流会」の参加、があります。

6 月の木金の二日間、全国各地が持ち回りで女性経営者、経営幹部、男性経営者も多数参加して「女

性の感性」で生まれる経営課題を取り上げ学びあいます。今年は、彩の国さいたまの開催でした。

女性会員の皆様は、まだまだワークライフバランスの中で参加に思い切りが必要な方も多いと思い

ます。また、男性会員も、日々の仕事の優先性で、全国参加が後回しになっている方も多いかもし

れません。全国行事の学びで得られるものとして、地域性の異なる経営に数多く出会えることがあ

ります。山形では常識と感じていることも、他の地域ではちがった形で実現していたり、自分の発

想を超えた知識と出逢いが楽しいです。 

 

ことさら「女性部」が発信する学びとは「生活者の視点」と、同友会では言うのですが、毎日会

社で起こることに大切な事があり、とくに労使見解を実行するためには、小さなことに目を向ける、

「人が生きる」ことに意識をもつ、と改めて感じることが出来ます。 

2 日間、会社を、家庭を空けて、学びの場に出るためには、社員や家族の信頼と理解が必要。日々

のコミュニケーションや、仕事の実績を積み上げ、お願いして任せて、感謝を伝える、それこそも

大きな成長を得る、影の学びといえます。 

 

来年は、「平和と豊かさ」を学び続ける広島同友会の主催です。「Hopeful Evolution and 

Innovation With All 私たちはここで生きていく～来んさい 見んさい 語りんさい～」とのテ

ーマから、社会性・人間性の高い分科会内容になるのかと、いまから楽しみにしています。6/13・

14、リーガロイヤル広島、と、今からスケジュールに加え、参加実現を思い描きまた頑張って働こ

うと思っているところです。皆様も是非、予定表に加えてください！！ご一緒しましょう。 


